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４億年前から生きている

イカの心臓は３つある

古生代の４億年前から生きているイカやタコ。
イカは無脊椎動物の頭足類、頭から８
本の足・２つの蝕腕が生えている。軟
骨は頭にあり脳や目を守っている。
イカの目はとても大きく、白目と黒目がある単
眼で良質

不思議な生き物です。魚類ではなく貝類の仲間だ

が進化の過程で今の姿になった。イカの墨は相手を
だます墨！

イカは２種類に分類される

１ コウイカ・・・硬い骨上の甲がある。
日本近海に普通にいる。
関東ではスミイカ、
関西ではハリイカと言う

２ ツツイカ・・・胴体が筒状

紋甲イカは高級寿司ネタ

紋甲イカはコウイカ目に属する大型イカ
背中に丸い紋がある。

身は高級寿司ネタ、
ゲソは熱を通しても硬くならず、ボイルや炒め物に良い
黒墨はイカスミパスタに使う。

普通、生き物の心臓は一つですが、イ
カは３つの心臓を持っている。

メインの心臓一つと、補助の心臓２つが
左右のエラについている。

時速40キロで泳ぐ種もいて、運動量が大

、大量な酸素が必要。環境に合わせて、
自分の身体の色を変える海のカメレオン

頭から８本の足・２つの蝕腕が生えている


